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全国のトンネル箇所数と今後の展望全国のトンネル箇所数と今後の展望
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凡例：1：平成26年4月1日現在の数値である。ただし、東日本大震災の影響により、岩手県、宮城県及び福島県においては、市町村道の一部に平成26年4月1日以前の
データを含む。

2：延長の単位はメートルである。
3：トンネルが二つの都道府県および政令指定市にまたがる場合は、当該トンネルを管理する都道府県（指定市）に、両都道府県（指定市）で管理する場合は、協議に
よりいずれか一方の都道府県（指定市）に、また、２都道府県以上にわたって管理区域を有する場合のトンネルについては延長の長い方の都道府県（指定市）に
計上している。

出所：国土交通省
「2015道路統計年報」、
「鉄道統計年報（平成25年度）」

種類 箇所数 延長（ｍ）

鉄道 ４，８９９ ３，８３２，６０６

民鉄 （１，２５０） （１，４４５，５０２）

ＪＲ （３，６４９） （２，３８７，１０４）



全国のトンネル箇所数と今後の展望全国のトンネル箇所数と今後の展望
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出所：国土交通省平成28年3月2日「建設業を取り巻く情勢・変化 参考資料」より抜粋



トンネル建設工事量の推移トンネル建設工事量の推移
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図-2 国内工事量の推移(手持ち請負額-地下街等を除く)
※以下手持ち請負額を単に請負額と示す。
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出所：一般社団法人日本トンネル技術協会「トンネル年報2016」



国内におけるトンネル工事の現況（平成27年12月現在）国内におけるトンネル工事の現況（平成27年12月現在）
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図-14 施工法別比較（手持ち請負額）
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図-15 施工法別比較(トンネル数)
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出所：一般社団法人日本トンネル技術協会「トンネル年報2016」



国内におけるトンネル工事の現況（平成27年12月現在）国内におけるトンネル工事の現況（平成27年12月現在）
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図-22 掘削工法と地質（複数回答）

出所：一般社団法人日本トンネル技術協会「トンネル年報2016」



国内におけるトンネル工事の現況（平成27年12月現在）国内におけるトンネル工事の現況（平成27年12月現在）
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図-26 掘削工法と土被り（回答分の比率）
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出所：一般社団法人日本トンネル技術協会「トンネル年報2016」



トンネル建設工事の安全に関する統計トンネル建設工事の安全に関する統計

7出所：一般社団法人日本トンネル技術協会「ゼロ災害を目指せ 日本トンネル技
術協会40周年記念安全運動」


